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しばらくすると、世はもうわたしを見なく

なるが、あなたがたはわたしを見る。わた

しが生きているので、あなたがたも生きる

ことになる。 

 （ヨハネによる福音書 14 章 19 節） 

 

神さまってどこにいるの。そう聞かれた

ら、みなさんだったらどう答えるでしょう

か。この前、園児礼拝で子どもたちに聞い

てみました。 

「お空！」と言う子、礼拝堂にある十字

架像を指さす子、誰かが何かを言えば、同

じように繰り返す子もいます。ある子が大

きな声で言いました。「神社～！」。「えっ、

神社？」、思わず聞き返しました。「そうそ

う、神社」、「神社だ！」、他の子も続いて

言います。みんな真剣です。先生たちはみ

なうつむいて、笑いをこらえています。「そ

うだね、神社にもいるかもしれないね」。

少し顔を引きつらせながらも、にっこりと

肯定してあげます。 

そのときに、一人の子が声をあげました。

「僕たちのそば」。小さな声でした。でも

はっきりと耳に届いてきました。「神さま

は僕たち、わたしたちのそばにいてくれ

る」。だれかに教わって、そう覚えたので

しょうか。論理的に考えて、そのような結

論になったのでしょうか。それともそう書

いてあるものを読んだのでしょうか。わた

しは、こう思います。その子は、感覚的に

知っていたのだと。ふとした瞬間に、感じ

るものがあった。そこにはぬくもりがあっ

たということではないでしょうか。 

今日の箇所で、イエス様は約束してくだ

さいました。今日の箇所は、イエス様が十

字架に掛けられる前日の出来事です。イエ

ス様は自らが進む道をご存じであり、弟子

たちにも伝えていました。弟子の一人が裏

切ることも、一番弟子であるペトロが自分

の こ と を

「知らない」

と三度言う

ことも、全

部、弟子た

ちに話して

きました。 

弟子たちの心は、ザワザワと騒いでいた

と思います。「イエス様がいなくなってし

まう」、そのことは、弟子たちに寂しさと

恐れを抱かせました。しかし、イエス様は

そんな彼らに、励ましの言葉を投げかけま

す。大きな約束を与えます。 

「わたしは、あなたがたをみなしごには

しておかない」、つまり一人ぼっちにはし

ないという約束です。神さまは、わたした

ちと関わろう、関わろうとしてくださいま

す。何とかしてわたしたちが生きる者とな

ってほしい、神さまの前に立てる者となっ

てほしい。神さまはそのためにイエス様を

遣わされ、その血によってわたしたちの罪

の身代わりとされました。そしてイエス様

が再び来られるまで、一人ぼっちにしない

という約束を守るために、霊を送られます。 

その姿は目には見えないかもしれない。

けれども、あなたがたのそばにいる。その

ことを、「僕たちのそば」と言った子は知

っていました。そしてわたしたちのそばに

も、神さまは手を差し伸べてくださってい

るのです。 

「神さまはわたしのそばにもいてくだ

さる」、イエス様のこの約束を信じ、歩み

ましょう。 
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